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本研究によって、以下の事が明らかとなった

★  関節リウマチは、適切な治療が行われなければ、関節炎→関節破壊→日常生活の制限→寿命が短くなる。
★ この流れを止めるためには、まず関節炎を完全にコントロールする必要がある。→新たな治療目標の設定。

★  関節リウマチにおける薬物治療の進歩によって、寛解は現実的な治療目標となった。 
★  関節リウマチ薬物治療の目標を寛解とし、具体的な数値目標を明示した。 
★  臨床的寛解を目指すための薬物治療モデルを提唱する。

臨床症状 
関節炎 関節破壊 QOL低下 余命低下 

腫脹･疼痛関節数 
炎症反応 

骨が壊れる 
軟骨が減る 

炎症の程度 炎症の総和 早期：関節炎 
晩期：関節破壊 

全事象の総和 

心•血管系障害 
感染症 日常生活の制限 

機能的寛解 臨床的寛解 構造的寛解 
完全寛解 

新しい 
治療目標 
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